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今回のセンター試験の数学①第２問「２次関数」では、(1)においてグラフの平行移動、(2)

において放物線が x軸の一部と共有点を持つ条件が問われている。第１回ベネッセ・駿台マーク

模試の数学①第２問「２次関数」においても、問題の前半で放物線が x軸と共有点を持つ条件を

問い、最後でグラフの平行移動を問うている。 

どちらの問題も、２次関数の重要事項である頂点の把握からはじまり、先に求めた結果を使い

ながら正確に計算していく力、条件からグラフの位置関係をイメージして式を作る力が問われ

た。センター試験の２次関数では、例年、頂点・軸の把握、区間における最大・最小、平行移動、

x軸との位置関係などの重要事項が幅広く問われる。まずは教科書で基本的な事柄をもれなくお

さえつつ、模試などでしっかり演習を積んでいきたい。センター試験本番は時間との戦いになる

が、(全体にかかる条件かこの設問のみにかかる条件か、など)問題を読んで条件を正確に把握し、

慌てずに効率的に計算を進める必要がある。日ごろの問題演習で、時間を測って問題にあたるこ

とも重要である。 
 

 

 


